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安全性と施工性が両立したシステム吊足場
先行床施工式フロア型システム吊足場「クイックデッキ」

鈴　木　正　人・大久保　　　工・吉　田　一　将

本技術はैདྷ型のύイプ式௻଍場をシステム化する事によりᶃख़࿅工でなくても容қに௻଍場が建ங可
能。ᶄڧߴ度材の使用によりݻڧなフレームߏ଄とڧߴ度νΣーンの࠾用により，ैདྷの௻଍場のνΣー
ンピッν 0.9 m に対して最大௻νΣーンピッν 5 mʷ 5 mを実現。ᶅ最大 100 m2 ఔ度の 4点Ϣニット௻
りにより工ظとߴॴ作業の削減が可能となり，安全な௻଍場を架設することができる。
キーワードɿ௻଍場，橋梁，建ங，ϝンテφンス，ఱҪ，作業フロア，଱਒ิڧ

1．はじめに

近年の日本のインフラࢢ場は，طଘのものをいかに
してԆ໋させるか，つまり௕ण໋化のྲྀれに͋り，׵
しつつ͋׵すれ͹，フローからストック΁大きく転ݴ
る。一方，平成 24 年に発生したதԝࣗ動ं道ࢠ࡫ト
ンネル事ނがىきてからはインフラの࿝ٺ化がϝディ
アでも大きくऔり上͛られ，それからは，Ճ଎度的に
੍度の整備や新技術の発۷がਐΜでいる。しかし，実
際にϝンテφンス，建てସ͑をしなくてはならないイ
ンフラは਺が多く，ૣ急に行なっていく必要が͋ると
のظい安全ੑをอͪつつ工ߴわれている。本੡඼はݴ
୹ॖも図れるシステム式の௻଍場で͋り，橋梁のϝン
テφンスを࢝め，工場や体ҭؗなど大ۭؒ建଄෺のఱ
Ҫ଱਒ิڧ工事やϏルのਧきൈけ෦分のఱҪ工事など
͋らΏる現場で使用できる技術で͋る。下記に֓要を
঺հする。

2．特徴

本技術は 2003 年アϝリΧで開発され，これまでに
਺ʑの建ங，土木，橋梁，଄ધ，プラント工事の新設・
ϝンテφンス工事で࠾用されるなど෯޿い実੷が͋る
（写真─ 1）。
主な特௃は࣍の通りで͋る。

（1）簡易な組立
基本ߏ成෦材は全てシステム化されており，各෦材
の૊立て作業には，ࠩし込み・はめ込み・ࠩし込みピ
ンによる݁߹など，ઐ用工具を必要とすることがなく

ਓྗで૊み立てることができる（図─ 1）。また各෦
材は最もॏ量の͋るもので໿ 30 LH と作業員 2ਓで持
ͪ運΂るॏさで͋り૊立作業も܁りฦしが多く୯७で
͋る（૊立手ॱは第 4ষに記載）。

（2）高いシステム強度
଍場の主梁となる෦材（ジョイスト）はトラスフレー
ムߏ଄を࠾用しߴいڧ度とܰ量化を実現した。௻り
νΣーンもैདྷの௻଍場用の 10 ഒҎ上のڧ度を持つ
ઐ用のνΣーンを࠾用しており，これらの૊み߹わせ
により最積載ՙॏ 350 LH/m2，最大௻νΣーンピッν
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1 スύン 5 mʷ 5 mが可能で͋る。

（3）  今までの困難な足場架設を安全にスピーディーに
い෦材߶ੑと水平ટճ式の૊立方法により，௻点ߴ
からの௓Ͷ出し最大 5mのઌ行চ施工で作業চをߴॴ
でのݥة作業なしで安全に設ஔすることが可能となる
（写真─ 2）。

（4）快適な作業空間の提供
い௻νΣーンؒ隔とたわみがগなくஈࠩや開口の޿
ແいշదな作業ۭؒをつくることができるので，૊立
てޙの作業がとてもշదに行うことができる（写真─
3）。

（5）ユニット吊り込みにより高所作業を激減
最大 12.5 m ʷ 7.5 m のচϢニットを 4 点で௻り上
͛可能となる（写真─ 4）。ಉ様に૊み上͛たচϢニッ
トを立て௻りにしてམとし込みが可能。地上での地૊
み作業を最大ݶにすることによりߴॴ作業を最খݶに
し，安全ੑを޲上させながら工ظの୹ॖが図れる。

（6）  多彩なオプションによりさまざまな施工障害
をクリア

ジョイスト（主梁）の様ʑなՕॴからνΣーンでの

௻り下͛が可能なので，௻ݩに੍໿される事もなくߏ
଄෺のݶ定された௻ݩからも௻り下͛が可能。్தに
பやো֐෺が͋る場߹や円ܗに૊Ή場߹もઐ用෦材を
使用したり૊み立て手ॱを変͑ることにより対Ԡでき
る仕様となっている（写真─ 5）。

3．日本の安全基準に対応

日本国内で本技術を࠾用にするに͋たり，当ࣾの安
全基準やް生࿑働省の࿑働安全Ӵ生نଇにরらし߹わ
せे分な安全ੑを֬อするために下記システムを新た
に開発し࠾用した。このষではアϝリΧでの૊み方を
ैདྷの工法とし，日本版とのҧいを解説する。

（1）手すり・幅木（写真─ 6）
ैདྷでは手੆をऔり෇ける際に，支பを立ててそこ
にඃ෴ϫイϠーか୯管を通して手੆としていたが，こ
の方法では࿑働安全Ӵ生نଇにద߹せͣ，また設ஔの
際にもऔり෇けに手ؒがかかるため当ࣾの੡඼で͋る
クαϏ݁ۓ式଍場「34 システム‌オクタΰンシリーζ」
の෦材を改ྑしてϫンタッνで手੆がऔり෇けられる
ようにした。෯木のߴさもैདྷでは 8 cmしかなかっ
たが，新たにߴさ 15 cmの -型ઐ用෯木を੡作した。
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（2）チビック（簡易組立用足場）（写真─ 7）
ࢠ）ॴで଍場をԆ৳していく際，デッΩαポートߴ
梁）をऔり෇けるときにैདྷはऔり෇けたジョイスト
（主梁）に作業員がまたがって作業をしていた。そこ
でこのジョイストに引っֻけるかたͪで設ஔができ，
架設の作業চになる「νϏック」を開発し，෦材にま
たがったり，চがないとこΖに৐り出しての作業がな
いようにした。

（3）サポートビーム（孫梁）（写真─ 8）
作業চをߏ成していく際は，主梁 4本でߏ成した࿮
のதにࢠ梁を架けそこにデッΩύネル（চ材）を 2ຕ
ෑくかたͪが通ৗで͋った。デッΩύネルは木੡のた

めॏ量がかかるとத৺෦分がগしたわΉ。ڧ度上の問
題はແいが，作業தに଍ݩがෆ安定だと作業の඼࣭に
も関わるという日本のθネコンや作業員のߴい仕事意
ࣝにԠ͑るかたͪで，ジョイストとデッΩαポートؒ
に架けるଙ梁「αポートϏーム」を開発した。デッΩ
ύネルのたわみを཈੍することで，デッΩ材ࣗ体のܦ
年ྼ化もܰ減することができる。また，αポートϏー
ムを架けることでデッΩ材設ஔの際のམ下のリスクも
ܰ減する。

（4）アルミデッキパネル（写真─ 9）
通ৗのデッΩύネル（চ材）は木੡で͋るが，੡మ
ॴやੴ油化学プラントなどで使用する際に木੡の଍場
をࢭېしているとこΖが多く，それに対Ԡするܗで開
発した。また，ྫྷפ地で使用する際には，木੡のデッ
Ωύネルはؚ༗水分がౚ݁してׂれをىこす可能ੑが
͋るため，それに対Ԡすることができる。さらに，日
本はアϝリΧにൺ΂て，交ࠩ点など橋の下に道路やઢ
路が͋る場߹のߴさが௿い。また，建ங工事でも下に
機械装ஔなどのものが͋る場߹，クイックデッΩの作
業চからఱҪまでのߴさが 1 mҎ下になることも͋
り，作業するਓがしΌがみながら作業することが͋る
が，そういった৚݅で通ৗ 1,220 ʷ 2,440 mm，ॏ量
29 LH のデッΩύネルを運Μで設ஔするのは大変な作
業で͋る。アルϛデッΩύネルは 600 ʷ 2,440 mmと
木੡の൒分の大きさでॏ量も 12.5 LH とܰ量のため，
このような現場でも容қにऔりѻいが可能で͋る。

4．採用現場実績例

ᶃ橋梁ิम工事（写真─ 10）
ᶄ‌‌ショッピンάϞール新ங工事のਧきൈけ෦ఱҪ工事
（写真─ 11）
ᶅਫ਼ີ機械工場のఱҪ଱਒ิڧ工事
ᶆమ道ߴ架橋の଱਒ิڧ工事（写真─ 5）
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ᶇӺࣷの大൳新ங工事（写真─ 1）
ᶈ連བྷ通路ϝンテφンス工事（写真─ 12）
ᶉ新ஙߴ૚Ϗルਧきൈけ෦ఱҪ工事（写真─ 13）
ᶊࢢຽプールఱҪ仕上͛工事（写真─ 9）
ᶋ体ҭ施設新ஙఱҪ仕上͛工事
ᶌ௡೾非೉タϫー新設工事

5．適用範囲

（1）適用可能な範囲
積載ՙॏがڐ容積載ՙॏҎ内で͋ること（௻り
νΣーンؒ隔2.5 mʷ 2.5 mの場߹2,187 LH/スύン，
௻りνΣーンؒ隔 5 mʷ 5 mの場߹ 437 LH/スύン（1
スύンは 2.5 mʷ 2.5 mʹ 6.25 m2）。

（2）特に効果の高い適用範囲
ᶃ橋梁ิमิڧ工用௻り଍場の主体଍場（଍場૊立׬
コンύネとシートでচ養生が必要となる橋梁，ޙྃ
のブラストృ装工事ではこの作業が簡ུ化出དྷる
ҝ，特に༗効で͋る）
ᶄ地上ߴのߴさが 30 mを௒͑るߴॴ作業ंがಧかな
い場ॴや，オーόーハンάंや୆ધが必要とされる
現場，交通੍نがかけられない現場ではচ௓Ͷ出し
ઌ行型が非ৗに༗効で͋る（Տ઒上やւ上に͋る橋
梁など）
ᶅ建ங工事のߴさ 10 mҎ上のਧきൈけ෦分のఱҪ仕
上͛用଍場
ᶆ੡଄ラインが稼働தの工場ఱҪϝンテφンスや，下
෦で一般ਓが行きདྷするエントランス෦の改म工事
など

（3）適用できない範囲
ᶃ積載ՙॏがڐ容積載ՙॏを௒͑る場߹（積載ՙॏが
350 LH/m2 を௒͑る場߹）
ᶄコンクリートܻの場߹は଍場インαートをऔり෇け
ることがෆ可能で͋る場߹。またはۥ体が引きൈき
߹度に଱͑きれない場ڧ
ᶅ鋼ܻの場߹はమࠎクランプをऔり෇けられるフラン
ジまたは௻りピース等のないߏ଄で͋る場߹

6．適用条件

（1）自然条件
ैདྷ技術とಉ等。
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（2）現場条件
・௻りνΣーンのऔり෇けݩを設ஔすることが可能な
場ॴで͋ること
・औり෇けݩのピッνが最大 5 mまでのൣғでとれ
ること
・架設面積 1000 m2 分の資材ஔき場として໿ 15 ʙ
20 m2 を要す

7．組立手順

本੡඼はैདྷの௻଍場とҟなる仕様で͋るため，最
にگに基本的な૊み立て手ॱを説໌する。現場のঢ়ޙ
より，この手ॱを変更して対Ԡするケースも͋る。
ᶃ‌‌地上で連݁ϊード・ジョイスト（主梁）・デッΩαポー
ト（ࢠ梁）・αポートϏーム（ଙ梁）・デッΩύネル
（চ材）を૊み，スタートプラットフΥームをߏங
する（図─ 2）

ᶄ‌‌スタートプラットフΥームを௻り上͛，その上から
ジョイスト 2本を連݁ϊードにピンでݻ定
ᶅᶄでऔり෇けたジョイストのઌ୺に連݁ϊード ݸ2
をピンでݻ定
ᶆᶅでऔり෇けたϊードؒにジョイストをはめ込みピ
ンをࢗしてݻ定
ᶇᶆで৞まれているঢ়ଶのジョイスト・連݁ϊードを
ύイプやロープを使って水平に 180 度水平ટճ（図
─ 3，4）

ᶈᶄʙᶆを܁りฦし必要なスύンを૊み上͛る
ᶉ૊上がったフレーム全体をᶇで֦͛た方޲から 90
度水平ટճさせて໭し，ピンをࢗしてਖ਼面にݻ定（図
─ 5）

ᶊ簡қ૊立଍場「νϏック」を用いてデッΩαポート
をऔり෇け，αポートϏームも設ஔ（図─ 6）

ᶋ作業員 2名でデッΩύネルをジョイストにԊわせス
ライドさせてはめ込Ή（図─ 7）
ᶌᶋで設ஔしたデッΩύネルの上からαポートϏーム
とデッΩύネルをはめ込Ή
ᶍデッΩύネルにデッΩݻ定プレートをඃせてϘルト
でݻ定し֎प面に手੆・෯木を設ஔ（図─ 8）
　ˎҎޙᶄʙᶍを܁りฦす
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8．おわりに

近年，橋梁やプラント，଄ધ，大ۭؒ建ங෺等にお
けるϝンテφンスࢢ場が֦大しており，さらに౦ژオ
リンピックの開࠵やリニア新װઢの新設，౎৺෦での
大ن໛࠶開発なども͋り工事݅਺も増Ճしてきてい
る。しかし工事݅਺が増͑れ͹事ނの਺も増͑る޲܏
に͋る。この安全ੑ，施工ੑ，効཰ੑに༏れた本技術
がকདྷ的には仮設機材のスタンダードとなり，建設࿑
働֐ࡂの減গと工ظの୹ॖにݙߩできれ͹޾いで͋
る。
‌

٢ా　一ক（よしだ　かͣまさ）
日૰࢈業᷂
事業本෦　޿報ࣨ

大ٱอ　工（おおく΅　たくみ）
日૰࢈業᷂
事業本෦
報ࣨ௕޿

ʦචऀ঺հʧ
ླ木　ਖ਼ਓ（すͣき　まさと）
日૰࢈業᷂
事業本෦
ࣥ行औక役
クイックデッΩ事業෦௕
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